
 

11月 14日（月）「第３回 都筑・ボツワナ交流児童画展」を開催！ 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：ベン・テマ小学校での展示、右：Thapong Visual Arts Centre での展示） 

ボツワナ共和国での開催 
 茅ケ崎小学校の３年生が描いた絵画は、遥か遠く海を渡りボツワナ共和国へ到着し、９月１２日～１６日には、ベン・テマ小学校で

児童画交流展が開催されました。３回目となる今回は規模を拡大し、９月１９日～２２日にボツワナ共和国の首都ハボロネの

Thapong Visual Arts Centre（タポン ビジュアル アーツ センター）でも展示が行われました。Thapong Visual Arts Centre で

はベン・テマ小学校以外の児童にも作品を観てもらうことができ、大変充実した内容となりました。 

今年５月２３日の共同発表のあと茅ケ崎小学校の３年生、４年生、５年生の向けに、駐日ボツワナ共和国大使館のご協力により

「国際理解教室」を開催しました。  「国際理解教室」では、駐日ボツワナ共和国大使館の大使によるスピーチや、大使館職員によるボ

ツワナ紹介などが行われ、参加した子どもたちは熱心に耳を傾けていました。 

  ３年生はこの教室の内容もとに「お互いの国の友達に伝えたいこと」というテーマでボツワナ共和国のベン・テマ小学校の３年生に向け

て絵画の作成を行いました。 

都筑区での開催 
 １１月１４日～２０日には、都筑多文化・青少年交流プラザにて児童画交流展を開催。１４日には児童画を交換した茅ケ崎小

学校３年生が見学に訪れ、お互いの絵画の違いに驚いていました。１７日には畑澤区長も訪問され、茅ケ崎小学校とベン・テマ小学

校の絵画の視点や題材、色使いの差異に目を奪われていました。 

（写真左：展示説明を聞く児童、右：ボツワナ紹介のスライドを観る児童） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左：展示説明を聞く畑澤区長、右：内覧中の畑澤区長と奥田副区長） 

 都筑多文化・青少年交流プラザの展示の後は、区内の地区センターを巡回しました。１２月２２日～２８日には都筑区役所の区

民ホールにて展示します。 

  年が明けて１月１１日～３1日には中区にある「JICA プラザよこはま」で展示予定です。どうぞお楽しみに！ 

第 3回都筑・ボツワナ交流児童画展開催チラシ 



 

 

 

 

■■■ 駐日ボツワナ共和国大使館と都筑区が共同発表をしました！ ■■■ 

 平成 28 年は、ボツワナ共和国の独立 50 周年、および日本とボツワナ共和国の外交関係樹立 50 周年です。また、アフリカ開発会

議（TICAD）が初めてアフリカで開催される記念すべき年です。 

  都筑区と駐日ボツワナ共和国大使館は、平成 20 年の TICAD IV の横浜開催を契機に、同大使館員による国際理解教室や都

筑・ボツワナ交流児童画展、ボツワナの文化や食に関する体験型セミナーなどの企画を通じて関係を深めてきました。 

  5 月 23 日（月）には、駐日ボツワナ共和国ジェーコブ・ディッキー・ンカテ特命全権大使が都筑区役所に来庁し、畑澤区長との会

談が行われました。 

  そして、これまで積み重ねてきた交流を礎にして、都筑区と同大使館が 50周年記念行事を連携して実施するとともに、市民の交流と

相互理解の促進で一層協力することについて、共同発表を行いました。 

  会談と共同発表の後には、茅ケ崎小学校３、４、５年生向けに「国際理解教室 ボツワナをもっと知ろう！」（都筑公会堂で実

施）、そして今回初めて茅ケ崎中学校３年生向けに「国際理解教室 ボツワナを知ろう！」（茅ケ崎中学校体育館で実施）が開催

されました。 

  都筑区では、共同発表を機に、ボツワナ共和国の独立 50 周年を記念した様々な事業を予定しています。また、秋頃には第３回目

を迎える交流児童画展の開催を予定しています。引き続き楽しみにしていてください！  


